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しばしば問題になってきた尖附列品

に昨年六月、日本の右翼団体が灯台

”ふ山

を設置し、これを海上保安庁が航路

川

原識として認知しようとしたことに

あった ．
そのことを伝え聞いた台湾

の一部の人びとが高雄市での述励会

出出邸…出削
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特別寄稿三三 雄

国際
社会では、思わぬことが突発

する。あとで事態を分析してみると、

それなりの因果関係が解明できるの

だが、起こってみないと潜在的な進

行過程の重大性になかなか気づかな

い。
イラク軍のクウェート侵攻は、

まさに
そのような事件であったが、

－Pと

日本のすぐ足許で再発した尖削列島

をめぐる問題も、
決してゆるがせに

はできない出
来事である。

嶺向島中東外大教授

国
際
貢
献
自
体
も
危、
っ
く

折しも
国会では、中東情勢に触発

された安全保
障論議が開始され、自

衛隊の海外派泊を含む国辿平和協力

法案の審議が行われているというの

’に、台湾、香港などで尖閣列島問題

での反日行動が起こり、中国大陸に

も飛び火しかねない情況である．
ア
たた

ジア地域で日本がしばしば叩かれる

のは、歴史的経緯や今日の日本の突

出した国際的地位か‘りしてやむを得

ないとしても、反日感情の噴出とい

う，敵意e
に厚く包囲されるとした

ら、自衛隊の海外派迫どころか、国
述のもとでの白木の国際的貢献行

動自体も，日本軍国主義e
の復活な

どと激しく非難されかねないであ
反日感情の噴出を回避

ろう．今回の事件の直接の発端は、一九

七
O年以来 、
その領有権をめぐって

に点ずる聖火を搭枕して海釣り削

船で尖閣列島に上陸しようとし、

海上保安庁の巡視船に問止されたの

である．
このような行動にたいして、李登

郎総統をはじめとする台湾の最尚指
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て、
それ以
前には、ほとんど問題に

ならなかったのである。いま私の手

許にある一九四八年版の中継民圏内

政部総定「中国分省粕閃」には、尖附

列品はまったく出ていないし、中市

人民共和国成立後の中国の地凶、一

九百八作版の北京地凶山版社編「川

界地図集」
にも、台的側の地図、一

九六五年版の国防研究院制「世界地

図集」にも尖附列島は械っていない。

こうして明らかに日本傾だったか

らこ
そ、一九七一年六月に調印され

た日米間の仲制返辺協定では、尖

附列島が日本に返逃すべき仲制の

区域の一部として明記されたので

あった 。北
方
領
土
問
題
に
影
響
も

いずれにせよ、尖附列品川。地は、

その領有権を当面は棚上げするとい

う部小平発言（一九七四年四月）
を

べlスに、七二年の日中国交樹立の

際も、七八年の日中平和友好条約の

際も凍結されてきたのであり、当而

はこの問題を一日も早く外
交的に飢

静化させる必
要があろう．
米年四月

のゴルバチョフ・ソ辿大統制訪日時

にこの問題が山引出していたりする

と、
肝心の北
方領土問題に大きな影，

轡が出る可能性さえあることも忘れ

てはなるまい。

【写真】
隣制の境界争いは、感情問

題が絡むと取り返しがつかない．
国

家間も閉じこと。誠意ある話し合い

が大切H尖闘列島の、
問題の魚釣ぬ

(直言-「尖閣列島」慎重に対応(山形新聞-1990.11.01


